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老朽化モルタル吹付法面の調査事例 
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1. はじめに 

調査地は、山形県西村山郡朝日町大字大沼地内にある

一般県道左沢浮島線（県道 112 号）に面した切土法面で

ある。当該法面にはモルタル吹付工が施工されている（延

長 L=約 70m、面積 A=約 1400m2）。モルタル吹付工は老

朽化に伴い、広範囲にわたり不安定な状態にあるこ

とが事前の点検結果で判明していた。そこで今回は、

モルタル吹付法面の健全度を評価するために各種調

査（法面目視調査、打診音調査、クラック調査、法面

削孔調査結果）を行った。さらに変状箇所の詳細な調

査を行い、対策工法設計の基礎データ等を得るため

の地質調査（鉛直ボーリング及び水平ボーリング）を

実施した。 

 

2. モルタル吹付法面の健全度評価 

(1) 目視調査結果 

吹付表面部では特に法尻部に凍害とみられる薄い剥離

や背面地山の露出を伴う剥落が確認され、目地部や開口

ひび割れ部では一部段差が生じていた。また、地山が露

出した剥落部では背面地山と吹付の間に空洞が確認さ

れ、部分的に吹付が浮いた状態であった。露出した背面

地山は風化した泥岩と想定され、風化・スレーキングに

よる土砂化により開口部や水抜きパイプから流出してい

る状況が確認された。一方、吹付と地山の密着性の喪失

に伴う吹付の滑動（ズレ落ち）や座屈といった変状はほ

とんどなく、法尻や側溝に変状はないため背面地山自体

は比較的安定していると推測された。 

 

 

 

 

 

 

写真-1 法面状況写真 

(2) 打診音調査結果 

1ｍ×1ｍ程度の範囲を1区画として打診音調査を行い、

その結果を以下に示す（図-1参照）。 

・法面のほぼ全体にわたり不健全～やや不健全箇所が

確認され、のり面全体で吹付と背面地山の密着性が

低下しているものと考えられる。 

・法肩部については比較的健全な箇所が多く存在して

いるが、特に顕著な傾向は確認されない。 

・一般的に吹付と地山との密着性の低下は、地山の風

化の進行によるものと考えられており、今回におい

ても、長年にわたり繰り返された凍結融解作用によ

り、風化が進行しているものと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 打診音調査結果 

(3) クラック調査結果 

法面上のクラックを目視により確認し、その位置、延

長を記入した。その結果を以下に示す（図-2参照）。 

・法面下方に多くのクラックが確認され、単独のクラ

ックが多く、連結して広範囲にわたるものは少ない。 

・法面下方に剥離・剥落が多く、背面地山が露出して

いる。 

・クラックは地山まで貫通していると判断される。 

・クラックの開口幅は 1～3 ㎜程度。 

・目地の所々に植物が侵入している。 

・当該吹付のり面において湧水は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 クラック調査結果 

(4) 法面掘削調査結果 

法面掘削調査箇所の位置については、打診音調査およ

びクラック調査の結果を基に図-3 に示す箇所に設定し

た。その結果を以下に示す（図-3 参照）。 

・開口調査5箇所の吹付厚さの平均は62㎜程度。 

・背面地山は風化浸食により土砂化しており明瞭な空

洞は確認されなかった。吹付が剥離して地山が露出

した箇所では吹付の浮き・空洞が確認されているが、

のり面全域に空洞が存在しているとは考えにくい。 

・経年劣化により発生した表面剥離や寒冷地域におい

て繰り返される凍結融解作用により、地山の風化が

進行（土砂化）しているものと考えられる。 

・アンカーピンによる貫入試験の結果は平均で124㎜

程度であり、背面地山はある程度風化が進行してい

るものと想定される。 
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図-3 法面掘削調査結果 

(5) モルタル吹付法面の評価 

今回は、個々の着目点に対する評価結果に基づき、当

のり面の総合的な健全度の評価を表-1に示す。その結果、

全体的に当該吹付のり面の性能は低下しているものと判

断され、当該吹付のり面の劣化原因・機構に応じた総合

的な健全度は C（低下）と評価する。 

表-1 のり面の総合的な健全性評価 1) 

  

 

 

 

 

3. 調査ボーリング結果 

今回、対策工法を検討する上で風化深度の把握が必要

となり、図-4に示す4箇所で調査ボーリング（B-1～B-3孔:

水平削孔角度0°、B-4孔:鉛直）を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 調査位置平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 横断図（測線 SP3） 

調査ボーリングの結果、地表面より新第三紀中新世に

位置する泥岩（Ms-W3）が分布し、水平ボーリング（B-1

～B-3孔）では GL-0.50～-1.10m 付近まで、鉛直ボーリン

グ（B-4孔）では GL-14m 付近まで風化（Ms-W1～Ms-W2）

が進行していることが判明した。水平ボーリング（B-1～

B-3孔）においては、比較的新鮮である泥岩層（Ms-W3）

中に弱部（Ms-Dr）を層厚0.25～2.0m 程度で挟在するこ

とが確認された。今回は、図-5に示す5層に大別区分し、

各層の地質状況及び地盤定数等を表-2にまとめる。 

表-2 地層概要表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 現地作業時の留意点 

調査箇所の通行量は少量であるが、周辺には果樹畑が

あり、調査時期が収穫時期の最盛期であった。道路幅が

約4.5m と狭く、水平ボーリング作業時には、交通規制（車

両通行止め）を行う必要があった。迂回路はあるが、30

分程度のロスが生じる可能性があった。発注者が地元と

協議した結果、果樹畑関係者の通行を確保してほしいと

の要望があった。そのため、水平ボーリング作業中は、

足場を通常より高くし、果樹畑関係者の軽トラック等に

限定して車を通行させながら、無事作業を完了すること

ができた。 

 

5. まとめ 

本文は、老朽化したモルタル吹付法面の健全度の評

価を各種調査（法面目視調査、打診音調査、クラック

調査、法面削孔調査結果）により判定すると伴に、法

面の地質状況の把握のための地質調査（鉛直ボーリ

ング及び水平ボーリング）を実施した一事例を示し

たものである。このように複数の調査手法を採用し

たことにより、調査精度の向上に非常に有効であっ

たと考えられる。今回は、健全度評価にあたり、直接

的な手法（法面目視調査、打診音調査、クラック調査、

法面削孔調査結果）のみで実施したが、今後は、今回

地形的に実施が不可能であった間接的な手法（熱赤

外線画像調査）なども採用し、更なる調査精度の向上

に努めていきたいと考えております。 

 

《引用・参考文献》 

1) 吹付のり面 診断・補修補強の手引き（2017）：のり

面診断・補修補強研究会,pp.86-97. 


